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1　賃金を決める際の目安にするべき心構えと指標

昨今のインフレなどを考えていくと、経営者として、賃金
はどのようにしたらいいのかと、悩むところではないでしょ
うか。

賃金の額については、労働基準法では、最低賃金の定めが
あるのみで、いくらにしなさいといった法律はありません。
従って、会社でいろいろなケースがあるのが現実ではないで
しょうか。

労働基準法（労基法）では「この法律で賃金とは、賃金、
給料、手当、賞与その他名称の如何を問わず、労働の対償と
して使用者が労働者に支払うすべてのものをいう。」と定義
されています（労基法第11条）。

ようするに、労働の対価、いわゆる労働の取引料金、価格
が賃金ということであります。

問題なのは、この賃金のメインである基本給を如何に定め
るかであります。いろいろな賃金制度の本が巷にあふれてい
ますが、ポイントはこの基本給の決め方を紹介しているわけ
であります。

基本的には、欧米のように、与えられた仕事に対して価格
を決める仕事給、それに対して多くの日本の企業が採用して
いるその人の持っている能力に対して価格を決める能力給、
労働対価ではない視点である年齢などによって価格を決める
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第 1章　すべての従業員を対象としたシンプルな賃金の決め方

生活給などに分類して、基本給を決定しているのではないか
と思います。

私は小さな会社ではざっくり、パートさんなどの非正規従
業員さんは、与えられた仕事で決める仕事給で、正規従業員
はその会社での能力を勘案した能力給、そして定年再雇用者
は、非正規雇用と同じ仕事給で考えていけば一番シンプルで
わかりやすいのではないかと思います。生活給をどの程度反
映させるかは、経営者の考え方で判断すればいいのではない
でしょうか。

次は、基本給の具体的な金額をどう決めるかであります。
仕事給、能力給で決めるとしても、参考となる基礎データ

をどこから参照してくるかであります。
読者の多くの経営者の方は、大半が職安の求人情報や商工

会議所、労働局の公表しているデータなどから、社長さんの
鉛筆なめなめで決めている、または、知人の会社の情報など
で決めているのではないでしょうか？

最終的には社長さんがこの価格でいくと決めて運用してい
るわけであります。

最低賃金の引き上げなどの改定は、最低賃金ギリギリで採
用している会社に大きな影響を与えます。

私の持論ではありますが、賃金決定の考え方は次の指標か
ら判断して決めるのが、今の時代の理に適っているのではな
いでしょうか。
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賃金設計の 3 つのステップ
①　世間相場の賃金を調べる
②　最低賃金を確認する
③　自社の賃金バランス・経営戦略により賃金を決定

する。

そしてその目線は下記の図表 2 の視点で考えるべきである
と思います。

図表 2　「社長は 4つの中心で賃金を考える」

従業員さん

世間相場の賃金

最 低  賃 金

お客様

（顧客観）

競争相手

（競　観）

仕入先

（経済環境）

自社の賃金バランス

社　内

（主　観）




